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「下手
へ た

は上手
じょうず

の手本なり」 

    世阿弥
ぜ あ み

『風姿花伝
ふ う し か で ん

』より 

 最初から全てが分かっていて

熟練した人はいない。まして

や、修 業
しゅぎょう

に上手とか下手とか

ない。皆、仏様の子だからどん

な人でも平等で同じです。他人

の欠点を見ることは、自分の欠

点を知ることでもあり、他人の

良い所を見ることは、自分の勉

強となることである。 

 慢心
まんしん

することなく、日々是
これ

精 進
しょうじん

。一歩ずつ、ゆっくり

しっかりと、前を見て、横を見

て、後ろを見て、皆で共に歩む

ことが大切でありましょう。 

 檀家・信者の皆様方の身体の

健康と心の平安。そして、家内

の幸福に龍源寺御本尊様の限り

なきご慈悲
じ ひ

とご加護
か ご

があります

よう、祈念
き ね ん

しております。 
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山雲水月 

龍源寺探索-３- 

仁叟寺通信‐４‐ 

 今回の探索は、魚藍観世音菩薩立像
ぎょらんかんぜおんぼさつりつぞう

を取

り上げます。龍源寺の境内の池の淵
ふち

、たい

こ橋を渡り階段を登ったところに安置して

いる同観音様。昭和55年、29世大顕啓司
だいけんけいじ

代

に完成いたしました。 

 この魚藍観音は大慈大悲
だ い ず だ い ひ

の観音菩薩が衆

人の苦悩を癒
いや

すため三十三の姿に身を変え

る、三十三観音の一つといわれておりま

す。その姿は、大魚に乗る像と篭
かご

に入れた

魚を提げる像の二型式があり、当寺の魚藍

観音像は後者の例で

観音様が篭を持ち池

の淵に 佇
たたず

んでおりま

す。 

 像高は、台座共で

約２ｍ。青銅製で優

しい表情の観音様で

す。 

 群馬県は海無し県

ですが、魚介類を扱

う店や商売は少なく

ありません。そのた

め、同観音様にお参

りに来る関係者の方

も多々おり
池の淵にひっそりと佇む魚藍観音様 

威風堂々
い ふ う ど う ど う

たる様相の釈迦牟尼仏坐像
し ゃ か む に ぶ つ ざ ぞ う

 

 藤岡市白石の和島石材(有)の社長和島孝之氏

が、亡き両親の菩提供養のためにと、仁叟寺に

白御影石製
しろみかげいしせい

の釈迦牟尼佛坐像一体を寄進建立いた

しました。台座を含め高さ約３ｍの同大仏は、仁

叟寺新墓地入口、西門そばに堂々と安置されてお

ります。お墓参りなどそばを通過する際には手を

合わせお参りください。また、この仏像の開眼式
かいげんしき

は今年の仁叟寺大般若会
だいはんにゃえ

法要に併せて行う予定で

す。是非、同法要にも檀信徒の皆様はご参集くだ

さい。 

住職、論文発表 

 去る11月30日（土）に、日本史攷究会
にほんしこうきゅうかい

の学

会が早稲田大学教育学部にて行われました。

その際、不肖
ふしょう

ながら私の論文が同会誌に掲載

されました。 

 題は『仁叟寺の戦国古文書』。仁叟寺に現

存する古文書（吉井町史跡指定）を初めて学

会に紹介させていただきました。また、この

論文を書くに当たり、藤木久志立教大名誉教

授、恩師である外園豊基
ほかぞのとよちか

早稲田大教授、黒田

基樹駒澤大講師各位には大変お世話になりまし

た。この場を借りて厚く御礼を申し上げます。 

 なお、同論文は冊子仕様に印刷をいたしまし

た。希望者には在庫がある限り頒布
は ん ぷ

いたしま

す。当寺までご連絡をください。 

↑
左
・
日
本
史
攷
究
会
会
誌 

 

右
・
住
職
論
文
冊
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『
仁
叟
寺
の
戦
国
古
文
書
』 
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春の施食会
せ じ き え

法要に講談師
こ う だ ん し

を招聘
し ょ う へ い

予定 

蚕影山大権現
こ か げ さ ん だ い ご ん げ ん

ご移転 

龍源寺ＨＰが完成 

 毎年３月23日に行われる当寺恒例行事『蚕

影山大祭』が今年より変更になり、蚕影山本

尊様を本堂にご移転いたします。 

 蚕影山本尊様は桑の葉を手に抱いている珍

しい仏様で『蚕影山大権現勢至菩薩
せ い し ぼ さ つ

』と言い

ます。古くから養蚕の繁栄にご利益があると

言われ、以前は蚕影山講が組織され、縁日に

は屋台が多く立ち、大変賑やかであったと伝

えられています。江戸期よりの当寺恒例の行

事でありましたが、養蚕農家の減少と共に衰

退し、最近では多胡地区（特に松田地域）の

住民により細々と行事が執り行われておりま

した。 

 今回はそういった事情を踏まえ、また仏殿

の老朽化

に伴い、

毎年春に

行われる

当寺大施

食会法要

に併せて

ご移転を

行いま

す。下記の記事と重複いたしますが、講談師講演

もその法要に併せて行います。檀信徒の皆様のご

参加を宜しくお願いする次第です。 

 以前は龍源寺の象徴的存在であった同大祭です

ので、廃止することは考えてなく、これからは、

大施食会法要の際に行っていく予定です。 

 上の記事と重複い

たしますが、毎年春

に行われる当寺恒例

の行事、大施食会法

要の際に、住職の学

生時代からの友人で

あり、講談師（真打
しんうち

）の桜井茂夫師（芸名、

小金井若洲
こがねいじゃくしゅう

師匠）の講演を行います。同師匠

は東京都出身で現在は講談師だけでなく、テ

レビのナレーターなども勤めております。 

 講談というと分からない方が多いかも知れ

ません。７世紀の中国の唐時代の文献に「講と

は談説なり」とあり、これに基づいて「講談」

という語ができました。一般民衆を対象とし

た、仏教僧侶の娯楽的講釈を呼ぶ言葉だったそ

うです。つまり、仏の教えを分かり易く庶民に

説いたその説話が「講談」だったそうです。日

本では落語などがそれに当たり発展していきま

した。また、講談は明治以降に社会風刺
ふ う し

を兼ね

盛んになりました。 

 今回はその起源に基づきお寺での開催です。

演題は『忠臣蔵
ちゅうしんぐら

』を予定しております。料金

はもちろん無料。檀信徒のみならず沢山の方々

のご来場を歓迎いたします。 

 本寺・仁叟寺のＨＰ（http://www7.wind.ne.jp/jinsouji/）は既に報告いたしましたが、今

回、当寺におきましてもＨＰの立ち上げをいたしました。 

 １枚だけのシンプルなＨＰですが、リンク先に仁叟寺が登録しており、また龍源寺宛ての

Ｅ-ＭＡＩＬも簡単に送信することができます。写真および地図も掲載してあります。是非、

一度ご覧になってください。 

 （※龍源寺ＨＰ⇒ http://www.citydo.com/prf/gunma/guide/rg/          

             rg.cgidb=rg&uid=default&view_records=1&id=gm000562） 

↑
龍
源
寺
別
当
所

べ
っ
と
う
じ
ょ 

蚕
影
山
仏
殿 
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行雲流水（編集後記）     
編集人 住職 渡辺龍道  

節分会
せ つ ぶ ん え

について 
 豆撒

ま め ま

きでは年男あるいは一家の主人が「福は内、鬼は外」といいながら煎
い

った大豆をまき、

みんな自分の年の数だけ豆を食べるとこれから一年病気にならないと言われています。また妊

婦のいる家庭ではこの豆を安産のお守りにもします。もともと宮中の行事が一般家庭に普及し

たものとされますが、最近は大きな神社仏閣などで芸能人やスポーツ選手などを招いて豆撒き

大会をやっているケースも多いようです。 

 さて、この大豆ですが、硬いですね。硬いものとい

うのは「木火土金水」の五行では「金」に属します。

この大豆は最初煎ることによって火気にあてられ「火

剋
こく

金」の原理で剋された上に、「鬼は外」といって外

にまかれて捨てられたり、「福は内」といってまかれ

てから人々に食べられたりして、要するに豆はみんな

「やっつけられてしまいます」。 

 古来疫病や災厄というのも金気に属するものと考え

られていました。ですから豆というのは実は鬼をやっ

つける道具でありながら実は鬼そのものでもあるわけ

で、豆まきというのは邪気を祓
はら

うとともに、「金」の気を剋することで「金剋木」で金気に剋

されるはずの「木」の気、つまり春の気を助ける行事、つまり春を呼ぶ行事でもあるのです。 

 豆撒きの豆について、重要なことのひとつは煎り豆を使うということで

す。万一、生豆を使って、拾い忘れたものから芽が出るとよくないことが

ある、と言われています。 

 また近年、「下に落ちた豆を食べるなんて汚い」といって、大豆ではな

くピーナッツを使う人たちが増えています。この風習は新潟地方から広

まったようです。 

 とにかく、福を招き春を呼ぶ、そして邪気を払うこの伝統ある節分会の

行事に参加してみては如何でしょうか？ 

    仁叟寺節分会の様子 

 明けましておめでとうござい

ます。 

 昨年は住職就任式（晋山
しんさん

結制
けっせい

式）をはじめ、私にとっては

色々な転機となる年でした。ま

だ、住職になって半年余りです

ので、不勉強なところが多々あ

りますが、『日々是精進』の精

神で自分にハッパを掛けていこ

うと思っております。 

 現在は北朝鮮拉致
ら ち

問題や出口

の見えない不景気、失業者の増

加など、暗いご時世です。その

中で、お寺の可能性、何かでき

るのか？といったことを考え

る、それを今年の抱負といたし

ます。ご指導ご鞭撻
べんたつ

のほど宜し

くお願いいたします。 

 本年もまた、宜しくお願い申

し上げます。 

↑
鈴
生

す

ず

な

り
の
柚
子

ゆ

ず

の
樹 

 

（
二
十
八
世
大
澄
隆
司

だ
い
ち
ょ
う
り
ゅ
う
じ

老
師
植
樹
） 


